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職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

在
ア
ル
メ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
並
び
に
在
ス
ラ
バ
ヤ
、
在
レ
シ
フ
ェ
及
び
在
レ
オ
ン
の
各
日
本
国
総
領
事
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
で
あ
っ
て
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
居
住
す
る
住
宅
に
引
き
続
き
居
住
す
る

も
の
の
住
居
手
当
の
月
額
に
係
る
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
別
表
第
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

外
務
大
臣

河
野

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

外
国
の
国
名
の
表
記
の
整
理
の
た
め
の
関
係
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
二
十
八
号

外
国
の
国
名
の
表
記
の
整
理
の
た
め
の
関
係
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保

存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
二
十
条
第
一
項
及
び
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
六
の
11
の
項
中
「
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
及
び
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
」
を
「
エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
及
び
南
ア
フ
リ
カ
共

和
国
」
に
改
め
る
。

（
外
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

外
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
一
条
第
三
号
中
「
セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ネ
ー
ヴ
ィ
ス
」
を
「
セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ネ
ー
ビ

ス
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
第
二
号
中
「
カ
ー
ボ
ヴ
ェ
ル
デ
」
を
「
カ
ー
ボ
ベ
ル
デ
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
一
号
中
「
ウ
ガ
ン
ダ
」
の
下
に
「
、
エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
」
を
加
え
、「
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

外
務
大
臣

河
野

太
郎

環
境
大
臣

原
田

義
昭

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
二
十
九
号

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
附
則
第
五
条
の
二
第

四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
を
削
る
。

附
則
第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
附
則
第
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
の
納
付
の
手
続
等
）

第
五
条

第
十
条
（
第
一
項
た
だ
し
書
を
除
く
。）及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
、
法
附
則
第
五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す

る
残
余
の
額
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
納
付
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条

第
一
項
本
文
及
び
第
十
一
条
中
「
当
該
期
間
最
後
の
」
と
あ
る
の
は
、「
平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
始
ま
る
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

法
附
則
第
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
は
、
一
般
会
計
に
帰
属
す
る
。

附
則
第
六
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三
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